
(57)【要約】

【課題】高速で駆動する加工ヘッド等の可動部に極めて

安定的に追従して伸縮することができ、長時間の使用に

十分耐え得る新規な保護カバー装置を提供する。

【解決手段】工作機械の可動部Ｈに一端が固定され、他

端は工作機械の固定部Ｆに固定されるとともに上記可動

部Ｈの摺動に伴い伸縮する保護カバー装置１であって、

塵埃又は液体の侵入を阻止する保護板部２ａ・・・９ａ

と、この保護板部２ａ・・・９ａの一側から起立するよ

う折曲されてなる起立板部２ｂ・・・９ｂとを有する複

数の保護カバー２・・・９が、伸張されることにより上

記保護板部２ａ・・・９ａの重合面積が相互に減少する

とともに縮小されることにより保護板部２ａ・・・９ａ

の重合面積が相互に増大するよう連結材３３，１０・・

・２５を介して互いに連結されてなるとともに、上記複

数の保護カバー２・・・９のうち、互いに隣り合う特定

の二つの保護カバーを構成する起立板部と起立板部との

間には、弾性材１０・・・２５が配置されてなる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 工 作 機 械 の 可 動 部 に 一 端 が 固 定 さ れ 、 他 端 は 工 作 機 械 の 固 定 部 に 固 定 さ れ る と と も に 上
記 可 動 部 の 摺 動 に 伴 い 伸 縮 す る 保 護 カ バ ー 装 置 で あ っ て 、
　 塵 埃 又 は 液 体 の 侵 入 を 阻 止 す る 保 護 板 部 と 、 こ の 保 護 板 部 の 一 側 か ら 起 立 す る よ う 折 曲
さ れ て な る 起 立 板 部 と を 有 す る 複 数 の 保 護 カ バ ー が 、 伸 張 さ れ る こ と に よ り 上 記 保 護 板 部
の 重 合 面 積 が 相 互 に 減 少 す る と と も に 縮 小 さ れ る こ と に よ り 保 護 板 部 の 重 合 面 積 が 相 互 に
増 大 す る よ う 連 結 材 を 介 し て 互 い に 連 結 さ れ て な る と と も に 、
　 上 記 複 数 の 保 護 カ バ ー の う ち 、 互 い に 隣 り 合 う 特 定 の 二 つ の 保 護 カ バ ー を 構 成 す る 起 立
板 部 と 起 立 板 部 と の 間 に は 、 弾 性 材 が 配 置 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 保 護 カ バ ー 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 弾 性 材 は 、 隣 り 合 う 全 て の 起 立 板 部 と 起 立 板 部 と の 間 に 配 置 さ れ て な る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 保 護 カ バ ー 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 弾 性 材 は 、 隣 り 合 う 全 て の 起 立 板 部 と 起 立 板 部 と の 間 に 配 置 さ れ て な る と と も に 、
こ れ ら の 弾 性 材 は 各 保 護 カ バ ー を 連 結 す る 連 結 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
保 護 カ バ ー 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 弾 性 材 は 、 外 力 に よ り 弾 性 変 形 可 能 な 一 方 の 弾 性 板 及 び 他 方 の 弾 性 板 と を 備 え 、 上
記 一 方 の 弾 性 板 の 一 端 は 隣 り 合 う 一 方 の 起 立 板 部 に 固 定 さ れ 、 他 端 は 上 記 他 方 の 弾 性 板 の
一 端 に 固 定 さ れ て な る と と も に 、 該 他 方 の 弾 性 板 の 他 端 は 上 記 一 方 の 起 立 板 部 に 対 向 す る
他 方 の 起 立 板 部 に 固 定 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ 又 は ３ 記 載 の 保 護 カ バ ー
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 起 立 板 部 の 全 て に は 、 所 定 の 伸 張 長 さ を 規 制 す る 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト が 固 定 さ れ て
な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 保 護 カ バ ー 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 工 作 物 の 塵 埃 や 切 り 粉 或 い は ク ー ラ ン ト 液 等 の 異 物 が 、 マ シ ニ ン グ セ ン タ 等
の 工 作 機 械 に 設 け ら れ た 駆 動 機 構 内 に 侵 入 す る こ と を 阻 止 す る た め に 固 定 さ れ る 保 護 カ バ
ー 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 例 え ば マ シ ニ ン グ セ ン タ や レ ー ザ 加 工 装 置 等 の 工 作 機 械 に は 、 Ｘ 方 向 及 び Ｙ 方 向
に 駆 動 す る 加 工 ヘ ッ ド が 設 け ら れ 、 こ の 加 工 ヘ ッ ド に 固 定 さ れ た 工 具 に よ り 又 は 集 光 レ ン
ズ か ら 放 射 さ れ る レ ー ザ 光 に よ り 、 ワ ー ク を 切 削 し た り 孔 を 穿 設 し た り 切 断 し た り す る よ
う に さ れ て い る 。 そ し て 、 こ う し た 加 工 装 置 に は 、 上 記 加 工 ヘ ッ ド が 正 確 に 駆 動 さ せ る た
め の ガ イ ド レ ー ル や ボ ー ル ネ ジ 等 を 備 え た 直 動 装 置 等 の 駆 動 装 置 な い し は 駆 動 機 構 が 設 け
ら れ て い る 。 と こ ろ で 、 上 記 加 工 ヘ ッ ド の 駆 動 に よ り ワ ー ク を 加 工 す る 際 に は 、 切 り 粉 や
塵 埃 ， ク ー ラ ン ト 液 、 ス パ ッ タ 等 の 異 物 が 飛 散 す る 場 合 が 多 く 、 こ う し た 異 物 が 上 記 駆 動
装 置 や 駆 動 機 構 に 付 着 す る こ と に よ り 、 加 工 ヘ ッ ド の 正 確 な 駆 動 が 約 束 さ れ な い 。 そ こ で
、 上 記 異 物 を 駆 動 装 置 や 駆 動 機 構 か ら 保 護 す る た め に 、 こ れ ま で 保 護 カ バ ー が 固 定 さ れ 、
或 い は 、 各 種 の 保 護 カ バ ー が 提 案 さ れ て い る 。 こ れ ら の 保 護 カ バ ー は 、 上 記 加 工 ヘ ッ ド の
駆 動 ・ 摺 動 に 応 じ て 伸 縮 自 在 と な さ れ た 蛇 腹 に 複 数 の 金 属 製 保 護 板 を 配 置 し た も の や （ 特
許 文 献 １ 参 照 ） 、 徐 々 に 大 き さ が 異 な る 複 数 の コ 字 状 の 保 護 カ バ ー を 伸 縮 自 在 に 配 置 し た
も の （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 等 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ９ １ ２ ２ ２
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ８ ４ ７ ８ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 近 年 で は 、 上 記 工 作 機 械 を 構 成 す る 加 工 ヘ ッ ド は 極 め て 高 速 に 駆 動 す る
も の が 多 く 、 上 述 し た 従 来 の 保 護 カ バ ー で は 、 高 速 で 駆 動 す る 加 工 ヘ ッ ド に 安 定 し た 状 態
で 追 従 す る こ と が で き ず 、 ま た 、 長 時 間 の 使 用 に よ り 破 損 す る 危 険 性 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 従 来 の 保 護 カ バ ー が 有 す る 課 題 を 解 決 す る た め に 提 案 さ れ
た も の で あ っ て 、 高 速 で 駆 動 す る 加 工 ヘ ッ ド 等 の 可 動 部 に 極 め て 安 定 的 に 追 従 し て 伸 縮 す
る こ と が で き 、 長 時 間 の 使 用 に 十 分 耐 え 得 る 新 規 な 保 護 カ バ ー 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 （ 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 ） は 、 工 作 機 械 の 可 動 部 に
一 端 が 固 定 さ れ 、 他 端 は 工 作 機 械 の 固 定 部 に 固 定 さ れ る と と も に 上 記 可 動 部 の 摺 動 に 伴 い
伸 縮 す る 保 護 カ バ ー 装 置 で あ っ て 、 塵 埃 又 は 液 体 の 侵 入 を 阻 止 す る 保 護 板 部 と 、 こ の 保 護
板 部 の 一 側 か ら 起 立 す る よ う 折 曲 さ れ て な る 起 立 板 部 と を 有 す る 複 数 の 保 護 カ バ ー が 、 伸
張 さ れ る こ と に よ り 上 記 保 護 板 部 の 重 合 面 積 が 相 互 に 減 少 す る と と も に 縮 小 さ れ る こ と に
よ り 保 護 板 部 の 重 合 面 積 が 相 互 に 増 大 す る よ う 連 結 材 を 介 し て 互 い に 連 結 さ れ て な る と と
も に 、 上 記 複 数 の 保 護 カ バ ー の う ち 、 互 い に 隣 り 合 う 特 定 の 二 つ の 保 護 カ バ ー を 構 成 す る
起 立 板 部 と 起 立 板 部 と の 間 に は 、 弾 性 材 が 配 置 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 こ の 第 １ の 発 明 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 で は 、 上 記 弾 性 材 は 、 少 な く と も 、 互 い に
隣 り 合 う 特 定 の 二 つ の 保 護 カ バ ー を 構 成 す る 起 立 板 部 と 起 立 板 部 と の 間 に 配 置 さ れ て い れ
ば 良 く 、 全 て の 起 立 板 部 と 起 立 板 部 と の 間 に 配 置 さ れ て い る 必 要 は な い 。 し た が っ て 、 上
記 弾 性 材 は 、 例 え ば 、 前 部 で 第 １ な い し 第 ６ の 保 護 カ バ ー を 備 え て い る 保 護 カ バ ー 装 置 で
あ れ ば 、 第 ３ の 保 護 カ バ ー を 構 成 す る 起 立 板 部 と 、 第 ４ の 保 護 カ バ ー を 構 成 す る 起 立 板 部
と の 間 に 弾 性 材 が 配 置 さ れ て い れ ば 良 く 、 或 い は 、 第 １ の 保 護 カ バ ー を 構 成 す る 起 立 板 部
と 第 ２ の 保 護 カ バ ー を 構 成 す る 起 立 板 部 と の 間 と 、 第 ３ の 保 護 カ バ ー を 構 成 す る 起 立 板 部
と 第 ４ の 保 護 カ バ ー を 構 成 す る 起 立 板 部 と の 間 と 、 第 ５ の 保 護 カ バ ー を 構 成 す る 起 立 板 部
と 第 ６ の 保 護 カ バ ー を 構 成 す る 起 立 板 部 と の 間 と に 、 そ れ ぞ れ 弾 性 材 が 配 置 に 弾 性 材 が 配
置 さ れ て い る も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 上 記 弾 性 材 は 、 そ の 形 状 、 構 造 又 は 素 材 が 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば
、 板 状 で あ る と 弦 巻 状 で あ る こ と が 問 わ れ る も の で な な く 、 樹 脂 、 金 属 そ の 他 少 な く と も
弾 性 作 用 を 有 す る 素 材 で あ れ ば 何 れ も 含 ま れ る 。 ま た 、 こ う し た 弾 性 材 は 、 一 端 が 互 い に
対 向 す る 起 立 板 部 の 一 方 又 は 他 方 に 固 定 さ れ て い れ ば 良 く 、 一 端 が 一 方 の 起 立 板 部 に 、 他
端 が 他 方 の 起 立 板 部 に 固 定 さ れ て い る 必 要 性 は な い 。 さ ら に 、 こ の 弾 性 材 の 数 （ 特 定 の 起
立 板 部 と 、 こ の 起 立 板 部 に 対 向 す る 起 立 板 部 と の 間 に 配 置 さ れ た 弾 性 材 の 数 ） は 、 必 ず し
も 単 数 で あ る も の に 限 定 さ れ ず 、 複 数 配 置 さ れ て い る も の で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 上 記 弾
性 材 は 、 こ の 保 護 カ バ ー 装 置 が 伸 張 さ れ た 際 に 、 該 保 護 カ バ ー 装 置 が 縮 小 す る 方 向 に 弾 性
力 が 作 用 す る も の 、 或 い は 、 保 護 カ バ ー 装 置 が 縮 小 さ れ た 際 に 該 保 護 カ バ ー 装 置 が 伸 張 す
る 方 向 に 弾 性 力 が 作 用 す る も の 、 さ ら に は 、 保 護 カ バ ー 装 置 の 伸 縮 動 作 の 中 で 中 途 の 位 置
か ら 伸 張 さ れ た 場 合 に は 、 該 保 護 カ バ ー 装 置 が 伸 縮 す る 方 向 に 、 縮 小 さ れ た 場 合 に は 伸 張
す る 方 向 に そ れ ぞ れ 弾 性 力 が 作 用 す る も の で あ っ て も 良 い 。 さ ら に ま た 、 上 記 弾 性 材 の 弾
性 力 は 、 全 て 同 じ も の で あ る 必 要 性 は 無 く 、 配 置 す る 場 所 や 位 置 に 応 じ て 、 異 な る 弾 性 力
を 有 す る 弾 性 材 を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し た が っ て 、 こ の 第 １ の 発 明 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 で は 、 工 作 機 械 を 構 成 す る 可 動 部 が
駆 動 な い し 摺 動 す る こ と に よ り 、 該 保 護 カ バ ー 装 置 が 伸 張 さ れ 又 は 縮 小 さ れ る と 、 上 記 弾
性 材 の 弾 性 力 に よ り 、 少 な く と も 該 弾 性 材 が 配 置 さ れ た 部 位 に お い て は 、 互 い に 隣 り 合 う

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-144534 A 2007.6.14



保 護 カ バ ー と 保 護 カ バ ー と が 接 近 す る 方 向 又 は 離 間 す る 方 向 に 力 が 作 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 第 ２ の 発 明 （ 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 ） は 、 上 記 第 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 弾 性 材 は
、 隣 り 合 う 全 て の 起 立 板 部 と 起 立 板 部 と の 間 に 配 置 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 第 ２ の 発 明 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 で は 、 隣 り 合 う 全 て の 起 立 板 部 と 起 立 板 部 と の 間
に 弾 性 材 が 配 置 さ れ て い る こ と か ら 、 工 作 機 械 を 構 成 す る 可 動 部 が 駆 動 な い し 摺 動 す る こ
と に よ り 、 該 保 護 カ バ ー 装 置 が 伸 張 さ れ 又 は 縮 小 さ れ る と 、 該 保 護 カ バ ー 装 置 全 体 が 、 縮
小 さ れ る 方 向 又 は 伸 張 さ れ る 方 向 に 弾 性 力 が 作 用 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 第 ３ の 発 明 （ 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 ） は 、 上 記 第 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 弾 性 材 は
、 隣 り 合 う 全 て の 起 立 板 部 と 起 立 板 部 と の 間 に 配 置 さ れ て な る と と も に 、 こ れ ら の 弾 性 材
は 各 保 護 カ バ ー を 連 結 す る 連 結 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 す な わ ち 、 こ の 第 ３ の 発 明 で は 、 弾 性 材 に よ り 複 数 の 保 護 カ バ ー が 連 結 さ れ て な る も の
で あ り 、 該 弾 性 材 は 、 連 結 材 と し て も 機 能 す る も の で あ る 。 し た が っ て 、 こ の 第 ３ の 発 明
で は 、 そ れ ぞ れ の 保 護 カ バ ー は 、 各 弾 性 材 に よ り 互 い に 連 結 さ れ て な る と と も に 、 そ れ ぞ
れ の 弾 性 材 の 弾 性 力 が 、 伸 長 時 及 び ／ 又 は 縮 小 時 に 作 用 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 第 ４ の 発 明 （ 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 ） は 、 上 記 第 １ ， 第 ２ 又 は 第 ３ の 発 明 に お い て
、 前 記 弾 性 材 は 、 外 力 に よ り 弾 性 変 形 可 能 な 一 方 の 弾 性 板 及 び 他 方 の 弾 性 板 と を 備 え 、 上
記 一 方 の 弾 性 板 の 一 端 は 隣 り 合 う 一 方 の 起 立 板 部 に 固 定 さ れ 、 他 端 は 上 記 他 方 の 弾 性 板 の
一 端 に 固 定 さ れ て な る と と も に 、 該 他 方 の 弾 性 板 の 他 端 は 上 記 一 方 の 起 立 板 部 に 対 向 す る
他 方 の 起 立 板 部 に 固 定 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 第 ４ の 発 明 で は 、 一 方 の 弾 性 板 と 他 方 の 弾 性 板 と か ら な る 弾 性 材 を 構 成 要 素 と す る
も の で あ り 、 互 い に 一 端 側 に お い て 固 定 さ れ て お り 、 他 端 が 離 間 す る こ と に よ り （ 保 護 カ
バ ー 装 置 が 伸 張 さ れ る こ と に よ り ） 、 縮 小 す る 方 向 に 弾 性 力 が 作 用 す る も の で あ る 。 な お
、 上 記 一 方 の 弾 性 板 と 他 方 の 弾 性 板 と の 先 端 が 互 い に 離 間 す る よ う に 互 い が 端 部 で 固 定 さ
れ て い る 場 合 （ Ｖ 字 状 又 は Ｙ 字 状 に 固 定 さ れ て い る 場 合 ） に は 、 保 護 カ バ ー 装 置 全 体 を 縮
小 さ せ る と 、 該 保 護 カ バ ー 装 置 が 伸 張 す る 方 向 に 弾 性 力 が 作 用 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 第 ５ の 発 明 （ 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 ） は 、 上 記 第 ３ の 発 明 に お い て 、 前 記 起 立 板 部
の 全 て に は 、 所 定 の 伸 張 長 さ を 規 制 す る 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト が 固 定 さ れ て な る こ と を 特 徴
と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 第 ５ の 発 明 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 で は 、 工 作 機 械 を 構 成 す る 可 動 部 が 駆 動 な い し 摺
動 す る こ と に よ り 、 上 記 弾 性 材 の 弾 性 力 に よ り 又 は 該 弾 性 材 の 弾 性 力 に 抗 し て 伸 張 さ れ 、
や が て 互 い に 隣 り 合 う 保 護 カ バ ー を 構 成 す る 起 立 板 部 と 起 立 板 部 と が 、 該 起 立 板 部 か ら 起
立 板 部 ま で に 固 定 さ れ た 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト の 長 さ と 同 じ 長 さ 分 伸 張 さ れ る と 、 そ れ 以 上
伸 張 さ れ な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 第 １ の 発 明 （ 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 ） に よ れ ば 、 工 作 機 械 を 構 成 す る 可 動 部 が 駆 動 な
い し 摺 動 す る こ と に よ り 、 該 保 護 カ バ ー 装 置 が 伸 張 さ れ 又 は 縮 小 さ れ る と 、 上 記 弾 性 材 の
弾 性 力 に よ り 、 少 な く と も 該 弾 性 材 が 配 置 さ れ た 部 位 に お い て は 、 互 い に 隣 り 合 う 保 護 カ
バ ー と 保 護 カ バ ー と が 接 近 す る 方 向 又 は 離 間 す る 方 向 に 力 が 作 用 す る こ と か ら 、 高 速 で 駆
動 す る 可 動 部 の 動 作 に 対 し て 良 好 且 つ 安 定 的 に 追 従 す る こ と が で き る と と も に 、 長 時 間 の
使 用 に も 破 損 す る こ と が な い 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 第 ２ の 発 明 （ 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 ） で は 、 隣 り 合 う 全 て の 起 立 板 部 と 起 立 板 部 と
の 間 に 弾 性 材 が 配 置 さ れ 、 工 作 機 械 を 構 成 す る 可 動 部 が 駆 動 な い し 摺 動 す る こ と に よ り 、
該 保 護 カ バ ー 装 置 が 伸 張 さ れ 又 は 縮 小 さ れ る と 、 該 保 護 カ バ ー 装 置 全 体 が 、 縮 小 さ れ る 方
向 又 は 伸 張 さ れ る 方 向 に 弾 性 力 が 作 用 し 、 部 分 的 に 弾 性 力 が 作 用 す る も の で は な い こ と か
ら 、 よ り 高 速 追 従 性 に 優 れ た も の と す る こ と が で き 、 長 時 間 使 用 し た 場 合 で あ っ て も 、 部
分 的 に 破 損 す る 危 険 性 を 有 効 に 回 避 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 第 ３ の 発 明 （ 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 ） で は 、 弾 性 材 に よ り 複 数 の 保 護 カ バ ー が 連 結
さ れ て な る も の で あ る こ と か ら 、 部 品 点 数 を 減 少 さ せ 安 価 に 製 造 で き る ば か り か 、 連 結 部
材 及 び 弾 性 材 の 双 方 を 組 み 付 け る 工 程 も 不 要 と な り 短 時 間 に 製 造 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 第 ４ の 発 明 （ 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 ） で は 、 一 方 の 弾 性 板 と 他 方 の 弾 性 板 と か ら な
る 弾 性 材 を 構 成 要 素 と す る も の で あ る こ と か ら 、 各 保 護 カ バ ー を 構 成 す る 起 立 板 部 に 対 し
て 組 み 付 け も 容 易 と な る ば か り で は な く 、 保 護 カ バ ー 装 置 全 体 を 縮 小 し た 場 合 、 上 記 一 方
の 弾 性 板 と 他 方 の 弾 性 板 と が 重 な り 合 う こ と か ら 、 該 保 護 カ バ ー 装 置 全 体 の 長 さ を 短 い も
の と す る こ と が で き る 。 換 言 す れ ば 、 こ の 第 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 保 護 カ バ ー 装 置 を 最 も 縮
小 し た 場 合 に お け る 長 さ と 、 最 も 伸 張 し た 場 合 に お け る 長 さ と の 割 合 （ 伸 張 率 ） を 上 げ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 第 ５ の 発 明 （ 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 ） で は 、 起 立 板 部 の 全 て に は 、 所 定 の 伸 張 長 さ
を 規 制 す る 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト が 固 定 さ れ て な る こ と か ら 、 無 制 限 に こ の 保 護 カ バ ー 装 置
が 伸 張 さ れ る 危 険 性 を 防 止 す る こ と が で き 、 上 記 弾 性 材 が 破 損 す る こ と を 回 避 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 １ を 、 図 面 を 参 照 し な
が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 保 護 カ バ ー 装 置 １ は 、 マ シ ン ニ ン グ セ ン タ 等 の 工 作 機 械 を 構 成 す る 加 工 ヘ ッ ド Ｈ の
左 右 両 側 に そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 固 定 さ れ て な る も の で あ る 。 こ の 加 工 ヘ ッ ド Ｈ は 、 長 方 形 状
に 成 形 さ れ た フ レ ー ム Ｆ 内 に お い て 、 図 １ 中 左 右 方 向 （ Ｘ 方 向 ） 及 び 上 下 方 向 （ Ｙ 方 向 ）
に 駆 動 な い し 摺 動 す る も の で あ り 、 こ の 加 工 ヘ ッ ド Ｈ の 図 示 し な い 駆 動 機 構 は 、 上 記 保 護
カ バ ー 装 置 １ の 背 面 側 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 上 記 加 工 ヘ ッ ド Ｈ の 上 方 及 び 下 方 に は 、
図 示 し な い 伸 縮 保 護 カ バ ー に よ り 閉 塞 さ れ て い る 。 そ こ で 、 以 下 、 図 １ 中 左 側 に 配 置 さ れ
た 保 護 カ バ ー 装 置 １ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 こ の 保 護 カ バ ー 装 置 １ は 、 左 端 が 上 記 フ レ
ー ム Ｆ を 構 成 す る 縦 板 部 Ｆ １ に 固 定 さ れ 、 右 端 は 上 記 加 工 ヘ ッ ド Ｈ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 保 護 カ バ ー 装 置 １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ な い し 第 ８ の 保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９
が 構 成 要 素 と さ れ 、 こ れ ら 各 保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９ は 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル を 素 材 と す る
も の で あ り 、 上 記 加 工 ヘ ッ ド Ｈ の 駆 動 に よ り 図 示 し な い ワ ー ク を 加 工 し た 際 に 飛 散 す る 切
り 粉 や 塵 埃 が 背 面 側 に 侵 入 す る こ と を 防 止 す る 保 護 板 部 ２ ａ ・ ・ ・ ９ ａ と 、 こ の 保 護 板 部
２ ａ ・ ・ ・ ９ ａ の 一 側 か ら Ｌ 字 状 に 折 曲 さ れ て な る 起 立 板 部 ２ ｂ ・ ・ ・ ９ ｂ と か ら 構 成 さ
れ て い る 。 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 上 記 保 護 板 部 ２ ａ ・ ・ ・ ９ ａ は 、 幅 方 向 の 中 途 部
に お い て 僅 か に 折 曲 さ れ て な る と と も に 、 さ ら に 他 側 側 中 途 部 に お い て 裏 面 側 に 僅 か に 折
曲 さ れ て お り 、 後 述 す る よ う に 伸 縮 動 作 を す る 際 に 、 各 保 護 板 部 ２ ａ ・ ・ ・ ９ ａ 同 士 が 線
接 触 す る こ と に よ り ス ム ー ズ な 伸 縮 動 作 が 可 能 と な る よ う に さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 各 起
立 板 部 ２ ｂ ・ ・ ・ ９ ｂ は 、 上 記 保 護 板 部 ２ ａ ・ ・ ・ ９ ａ の 一 側 か ら ほ ぼ 垂 直 に 起 立 し て な
る も の で あ り 、 各 起 立 板 部 ２ ｂ ・ ・ ・ ９ ｂ の 長 さ は 、 上 記 各 保 護 板 部 ２ ａ ・ ・ ・ ９ ａ の 長
さ よ り も や や 短 い も の と さ れ て い る 。 す な わ ち 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 記 各 起 立 板 部 ２ ｂ
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・ ・ ・ ９ ｂ の 両 端 は 、 切 り 欠 か れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 上 記 第 １ な い し 第 ８ の 保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、
一 端 側 に 配 置 さ れ た 第 １ な い し 第 ８ の 弾 性 材 １ ０ ・ ・ ・ １ ７ と 他 端 側 に 配 置 さ れ た 第 ９ な
い し 第 １ ６ の 弾 性 材 １ ８ ・ ・ ・ ２ ５ に よ り 接 続 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 上 記 第 １ の 保 護 カ
バ ー ２ と 第 ２ の 保 護 カ バ ー ３ は 、 第 １ の 弾 性 材 １ ０ 及 び 第 ９ の 弾 性 材 １ ８ に よ り 接 続 さ れ
、 第 ２ の 保 護 カ バ ー ３ と 第 ３ の 保 護 カ バ ー ４ は 、 第 ２ の 弾 性 材 １ １ 及 び 第 １ ０ の 弾 性 材 １
９ に よ り 接 続 さ れ 、 第 ３ の 保 護 カ バ ー ４ と 第 ４ の 保 護 カ バ ー ５ は 、 第 ３ の 弾 性 材 １ ２ 及 び
第 １ １ の 弾 性 材 ２ ０ に よ り 接 続 さ れ 、 第 ４ の 保 護 カ バ ー ５ と 第 ５ の 保 護 カ バ ー ６ は 、 第 ４
の 弾 性 材 １ ３ 及 び 第 １ ２ の 弾 性 材 ２ １ に よ り 接 続 さ れ 、 第 ５ の 保 護 カ バ ー ６ と 第 ６ の 保 護
カ バ ー ７ は 、 第 ５ の 弾 性 材 １ ４ 及 び 第 １ ３ の 弾 性 材 ２ ２ に よ り 接 続 さ れ 、 第 ６ の 保 護 カ バ
ー ７ と 第 ７ の 保 護 カ バ ー ８ は 、 第 ６ の 弾 性 材 １ ５ 及 び 第 １ ４ の 弾 性 材 ２ ３ に よ り 接 続 さ れ
、 第 ７ の 保 護 カ バ ー ８ と 第 ８ の 保 護 カ バ ー ９ は 、 第 ７ の 弾 性 材 １ ６ 及 び 第 １ ５ の 弾 性 材 ２
４ に よ り 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 上 記 第 ８ の 保 護 カ バ ー ９ を 構 成 す る 起 立 板 部 ９ ｂ に は 、
保 護 板 部 ８ ａ と 同 じ 長 さ に 成 形 さ れ た 一 方 の 取 付 板 ３ １ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の 一 方 の 取
付 板 ３ １ は 、 垂 直 板 部 ３ １ ａ と 水 平 板 部 ３ １ ｂ と か ら 構 成 さ れ 側 面 形 状 が Ｌ 字 状 に 成 形 さ
れ て な る も の で あ っ て 、 こ の 水 平 板 部 ３ １ ｂ に は 、 両 端 に こ の 保 護 カ バ ー 装 置 １ を 上 記 加
工 ヘ ッ ド Ｈ に 固 定 す る た め の 固 定 手 段 を 構 成 す る 図 示 し な い ネ ジ 又 は ボ ル ト が 挿 通 さ れ る
貫 通 穴 ３ １ ｃ が 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 上 記 第 １ な い し 第 １ ６ の 弾 性 材 １ ０ ・ ・ ・ ２ ５ は 、 そ れ ぞ れ 樹 脂 に よ り 湾 曲 し
た 板 状 に そ れ ぞ れ 成 形 さ れ て な る 一 方 の 弾 性 部 材 ２ ０ ａ ・ ・ ・ ２ ５ ａ 及 び 他 方 の 弾 性 部 材
１ ０ ｂ ・ ・ ・ ２ ５ ｂ か ら な る も の で あ り 、 該 一 方 の 弾 性 部 材 １ ０ ａ ・ ・ ・ ２ ５ ａ と 他 方 の
弾 性 部 材 １ ０ ｂ ・ ・ ・ ２ ５ ｂ は 、 一 端 側 に お い て 接 続 さ れ て な る （ か し め ら れ て い る ） も
の で あ る 。 す な わ ち 、 上 記 第 １ な い し 第 １ ６ の 弾 性 材 １ ０ ・ ・ ・ ２ ５ は 、 互 い に 接 続 さ れ
た 位 置 で あ る 一 端 か ら 他 端 に 亘 っ て 徐 々 に 互 い の 間 隔 が 離 間 す る と と も に 他 端 に お い て は
互 い に ほ ぼ 平 行 と な る よ う 湾 曲 し て な り 、 平 面 形 状 は 図 ３ に 示 す よ う に 略 Ｙ 字 状 と さ れ て
い る も の で あ り 、 該 他 端 側 を 離 間 す る 方 向 に 力 を 作 用 さ せ 、 或 い は 互 い に 接 近 す る よ う 力
を 作 用 さ せ る と 、 図 ５ に 示 す 元 の 状 態 に 復 帰 す る よ う 弾 性 力 が 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 上 記 第 １ の 弾 性 材 １ ０ を 構 成 す る 一 方 の 弾 性 部 材 １ ０ ａ と 、 第 ９ の 弾 性 材 １ ８
を 構 成 す る 一 方 の 弾 性 部 材 １ ８ ａ は 、 他 方 の 取 付 板 ３ ２ に 固 定 さ れ て お り 、 他 方 の 弾 性 部
材 １ ０ ｂ ， １ ８ ｂ は 、 上 記 保 護 カ バ ー ２ を 構 成 す る 起 立 板 部 ２ ｂ の 一 面 に 固 定 さ れ て い る
。 ま た 、 上 記 第 ２ の 弾 性 材 １ １ を 構 成 す る 一 方 の 弾 性 部 材 １ １ ａ と 、 第 １ ０ の 弾 性 材 １ ９
を 構 成 す る 一 方 の 弾 性 部 材 １ ９ ａ と は 、 上 記 第 １ の 保 護 カ バ ー ２ を 構 成 す る 起 立 板 部 ２ ｂ
の 他 面 に 固 定 さ れ 、 第 ２ の 弾 性 材 １ １ を 構 成 す る 他 方 の 弾 性 部 材 １ １ ｂ と 、 第 １ ０ の 弾 性
材 １ ９ を 構 成 す る 他 方 の 弾 性 部 材 １ ９ ｂ と は 、 上 記 第 ２ の 保 護 カ バ ー ３ を 構 成 す る 起 立 板
部 ３ ｂ の 一 面 に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 ３ の 弾 性 材 １ ２ を 構 成 す る 一 方 の 弾 性 部 材
１ ２ ａ と 、 第 １ １ の 弾 性 材 ２ ０ を 構 成 す る 一 方 の 弾 性 部 材 ２ ０ ａ と は 、 上 記 第 ２ の 保 護 カ
バ ー ３ を 構 成 す る 起 立 板 部 ３ ｂ の 他 面 に 固 定 さ れ 、 上 記 第 ３ の 弾 性 材 １ ２ を 構 成 す る 他 方
の 弾 性 部 材 １ ２ ｂ と 、 第 １ １ の 弾 性 材 ２ ０ を 構 成 す る 他 方 の 弾 性 部 材 ２ ０ ｂ と は 、 上 記 第
３ の 保 護 カ バ ー ４ を 構 成 す る 起 立 板 部 ４ ｂ の 一 面 に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 ４ の 弾
性 材 １ ３ を 構 成 す る 一 方 の 弾 性 部 材 １ ３ ａ と 、 第 １ ２ の 弾 性 材 ２ １ を 構 成 す る 一 方 の 弾 性
部 材 ２ １ ａ と は 、 上 記 第 ３ の 保 護 カ バ ー ４ を 構 成 す る 起 立 板 部 ４ ｂ の 他 面 に 固 定 さ れ 、 上
記 第 ４ の 弾 性 材 １ ３ を 構 成 す る 他 方 の 弾 性 部 材 １ ３ ｂ と 、 第 １ ２ の 弾 性 材 ２ １ を 構 成 す る
他 方 の 弾 性 部 材 ２ １ ｂ と は 、 上 記 第 ４ の 保 護 カ バ ー ５ を 構 成 す る 起 立 板 部 ５ ｂ の 一 面 に 固
定 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 ５ の 弾 性 材 １ ４ を 構 成 す る 一 方 の 弾 性 部 材 １ ４ ａ と 、 第 １ ３
の 弾 性 材 ２ ２ を 構 成 す る 一 方 の 弾 性 部 材 ２ ２ ａ と は 、 上 記 第 ４ の 保 護 カ バ ー ５ を 構 成 す る
起 立 板 部 ５ ｂ の 他 面 に 固 定 さ れ 、 上 記 第 ５ の 弾 性 材 １ ４ を 構 成 す る 他 方 の 弾 性 部 材 １ ４ ｂ
と 、 第 １ ３ の 弾 性 材 ２ ２ を 構 成 す る 他 方 の 弾 性 部 材 ２ ２ ｂ と は 、 上 記 第 ５ の 保 護 カ バ ー ６
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を 構 成 す る 起 立 板 部 ６ ｂ の 一 面 に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 ６ の 弾 性 材 １ ５ を 構 成 す
る 一 方 の 弾 性 部 材 １ ５ ａ と 、 第 １ ４ の 弾 性 材 ２ ３ を 構 成 す る 一 方 の 弾 性 部 材 ２ ３ ａ と は 、
上 記 第 ５ の 保 護 カ バ ー ６ を 構 成 す る 起 立 板 部 ６ ｂ の 他 面 に 固 定 さ れ 、 上 記 第 ６ の 弾 性 材 １
５ を 構 成 す る 他 方 の 弾 性 部 材 １ ５ ｂ と 、 第 １ ４ の 弾 性 材 ２ ３ を 構 成 す る 他 方 の 弾 性 部 材 ２
３ ｂ と は 、 上 記 第 ６ の 保 護 カ バ ー ７ を 構 成 す る 起 立 板 部 ７ ｂ の 一 面 に 固 定 さ れ て い る 。 ま
た 、 上 記 第 ７ の 弾 性 材 １ ６ を 構 成 す る 一 方 の 弾 性 部 材 １ ６ ａ と 、 第 １ ５ の 弾 性 材 ２ ４ を 構
成 す る 一 方 の 弾 性 部 材 ２ ４ ａ と は 、 上 記 第 ６ の 保 護 カ バ ー ７ を 構 成 す る 起 立 板 部 ７ ｂ の 他
面 に 固 定 さ れ 、 上 記 第 ７ の 弾 性 材 １ ６ を 構 成 す る 他 方 の 弾 性 部 材 １ ６ ｂ と 、 第 １ ５ の 弾 性
材 ２ ４ を 構 成 す る 他 方 の 弾 性 部 材 ２ ４ ｂ と は 、 上 記 第 ７ の 保 護 カ バ ー ７ を 構 成 す る 起 立 板
部 ７ ｂ の 一 面 に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 ８ の 弾 性 材 １ ７ を 構 成 す る 一 方 の 弾 性 部 材
１ ７ ａ と 、 第 １ ６ の 弾 性 材 ２ ５ を 構 成 す る 一 方 の 弾 性 部 材 ２ ５ ａ と は 、 上 記 第 ７ の 保 護 カ
バ ー ８ を 構 成 す る 起 立 板 部 ８ ｂ の 他 面 に 固 定 さ れ 、 上 記 第 ８ の 弾 性 材 １ ７ を 構 成 す る 他 方
の 弾 性 部 材 １ ７ ｂ と 、 第 １ ６ の 弾 性 材 ２ ５ を 構 成 す る 他 方 の 弾 性 部 材 ２ ５ ｂ と は 、 上 記 一
方 の 取 付 板 ３ １ を 構 成 す る 起 立 板 部 ３ １ ｂ の 一 面 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て さ ら に 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 １ で は 、 図 ２ な い し 図 ５ に そ れ ぞ
れ 示 す よ う に 、 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３
は 、 図 示 し な い 二 枚 の シ ー ト を 貼 付 し て な る １ 枚 の シ ー ト 体 で あ り 、 こ の 保 護 カ バ ー 装 置
１ の 裏 面 の ほ ぼ 中 央 で あ っ て 該 保 護 カ バ ー 装 置 １ の 伸 縮 方 向 に 長 さ を 有 す る も の で あ る 。
そ し て 、 こ の 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３ の 中 途 部 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 上 記 保 護 カ バ ー
２ ・ ・ ・ ９ の 数 に 対 応 し た 数 （ 第 １ な い し 第 ８ ） の 縫 合 部 ３ ３ ａ ・ ・ ・ ３ ３ ｈ が そ れ ぞ れ
等 間 隔 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 縫 合 部 ３ ３ ａ ・ ・ ・ ３ ３ ｈ は 、 上 記 伸 張 長 さ 制 限 シ ー
ト ３ ３ の 中 途 部 を 折 曲 し 重 ね る と と も に 折 曲 さ れ た 部 位 か ら 所 定 間 隔 離 間 し た 位 置 に て 糸
（ 符 号 は 省 略 す る 。 ） に よ り 縫 合 す る こ と に よ り 形 成 し た も の で あ る 。 そ し て 、 こ の 伸 張
長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３ は 、 一 端 は 、 上 記 他 方 の 取 付 板 ３ ２ と 第 １ の 固 定 板 ３ ５ と に よ り 挟 持
さ る よ う 固 定 さ れ 、 他 端 は 、 上 記 第 ８ の 保 護 カ バ ー ９ を 構 成 す る 起 立 板 部 ９ ｂ と 第 ２ の 固
定 板 ３ ６ と に よ り 挟 持 さ れ る よ う に 固 定 さ れ 、 中 途 部 は 、 第 １ な い し 第 ８ の 保 護 カ バ ー ２
・ ・ ・ ９ を 構 成 す る 起 立 板 部 ２ ｂ ・ ・ ・ ９ ｂ と 第 ３ な い し 第 １ ６ の 固 定 板 ３ ７ ・ ・ ・ ５ ０
に よ り 固 定 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 上 記 第 ３ の 固 定 板 ３ ７ と 第 ４ の 固 定 板 ３ ８ は 、 第 １ の
保 護 カ バ ー ２ を 構 成 す る 起 立 板 部 ２ ｂ に 対 し て 左 右 両 側 で 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３ の 中 途
部 を 固 定 す る も の で あ り 、 上 記 第 ５ の 固 定 板 ３ ９ と 第 ６ の 固 定 板 ４ ０ は 、 第 ２ の 保 護 カ バ
ー ３ を 構 成 す る 起 立 板 部 ３ ｂ に 対 し て 左 右 両 側 で 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３ の 中 途 部 を 固 定
す る も の で あ り 、 上 記 第 ７ の 固 定 板 ４ １ と 第 ８ の 固 定 板 ４ ２ は 、 第 ３ の 保 護 カ バ ー ４ を 構
成 す る 起 立 板 部 ４ ｂ に 対 し て 左 右 両 側 で 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３ の 中 途 部 を 固 定 す る も の
で あ り 、 上 記 第 ９ の 固 定 板 ４ ３ と 第 １ ０ の 固 定 板 ４ ４ は 、 第 ４ の 保 護 カ バ ー ５ を 構 成 す る
起 立 板 部 ５ ｂ に 対 し て 左 右 両 側 で 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３ の 中 途 部 を 固 定 す る も の で あ り
、 上 記 第 １ １ の 固 定 板 ４ ５ と 第 １ ２ の 固 定 板 ４ ６ は 、 第 ５ の 保 護 カ バ ー ６ を 構 成 す る 起 立
板 部 ６ ｂ に 対 し て 左 右 両 側 で 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３ の 中 途 部 を 固 定 す る も の で あ り 、 上
記 第 １ ３ の 固 定 板 ４ ７ と 第 １ ４ の 固 定 板 ４ ８ は 、 第 ６ の 保 護 カ バ ー ７ を 構 成 す る 起 立 板 部
７ ｂ に 対 し て 左 右 両 側 で 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３ の 中 途 部 を 固 定 す る も の で あ り 、 上 記 第
１ ５ の 固 定 板 ４ ９ と 第 １ ６ の 固 定 板 ５ ０ は 、 第 ７ の 保 護 カ バ ー ８ を 構 成 す る 起 立 板 部 ８ ｂ
に 対 し て 左 右 両 側 で 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３ の 中 途 部 を 固 定 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 こ の 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３ は 、 上 記 第 １ の 固 定 板 ３ ５ に よ り 固 定 さ れ た 部 位
と 、 第 ２ の 固 定 板 ３ ６ に よ り 固 定 さ れ た 部 位 と の 間 に は 、 上 記 第 １ の 縫 合 部 ３ ３ ａ が 位 置
す る と と も に 、 該 第 ３ の 固 定 板 ３ ７ に よ り 固 定 さ れ た 部 位 と の 間 は 、 第 ２ の 固 定 板 ３ ６ と
第 ３ の 固 定 板 ３ ７ と の 間 隔 よ り も 長 く 、 且 つ 、 こ の 保 護 カ バ ー 装 置 １ が 最 も 伸 張 さ れ た 際
に 第 １ な い し 第 ８ の 保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９ を 構 成 す る 保 護 板 部 ２ ａ ・ ・ ・ ９ ａ （ 隣 り 合 う
保 護 板 部 ） が 相 互 に 重 な り 合 う こ と な く 離 間 し て し ま わ な い 長 さ と さ れ て い る 。 こ う し た
長 さ の 設 定 は 、 第 ４ の 固 定 板 ３ ８ と 第 ５ の 固 定 板 ３ ９ と の 間 、 第 ６ の 固 定 板 ４ ０ と 第 ７ の

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-144534 A 2007.6.14



固 定 板 ４ １ と の 間 、 第 ８ の 固 定 板 ４ ２ と 第 ９ の 固 定 板 ４ ３ と の 間 、 第 １ ０ の 固 定 板 ４ ４ は
第 １ １ の 固 定 板 ４ ５ と の 間 、 第 １ ２ の 固 定 板 ４ ６ と １ ３ の 固 定 板 ４ ７ と の 間 、 第 １ ３ の 固
定 板 ４ ８ と 第 １ ４ の 固 定 板 ４ ９ と の 間 、 第 １ ５ の 固 定 板 ５ ０ と 第 ２ の 固 定 板 ３ ６ と の 間 に
お い て も 全 て 同 じ も の と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 １ の 動 作 に 付 い て 詳 細 に 説 明 す る 。 こ
の 保 護 カ バ ー 装 置 １ を 、 図 １ に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム Ｆ 及 び 加 工 ヘ ッ ド Ｈ に 固 定 し た 状 態
に お い て 、 加 工 ヘ ッ ド Ｈ が 、 図 １ 中 右 側 に 移 動 す る と 、 こ の 保 護 カ バ ー 装 置 １ は 、 図 ６ に
示 す よ う に 伸 張 さ れ る 。 す る と 、 隣 り 合 う 第 １ な い し 第 ８ の 保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９ を 構 成
す る 各 保 護 板 部 ２ ａ ・ ・ ・ ９ ａ 同 士 の 重 合 面 積 は 、 加 工 ヘ ッ ド Ｈ の 動 作 に 従 っ て 徐 々 に 小
さ く な り 、 ま た 、 上 記 第 １ な い し 第 １ ６ の 弾 性 材 １ ０ ・ ・ ・ ２ ５ を 構 成 す る 各 一 方 及 び 他
方 の 弾 性 部 材 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ・ ・ ・ ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ の 先 端 側 は 互 い に 広 げ ら れ る と と も に
、 上 記 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３ の 中 途 部 は 、 そ れ ま で 弛 ん で い た 状 態 か ら 徐 々 に 緊 張 し た
状 態 に 近 づ く 。 逆 に 、 上 記 加 工 ヘ ッ ド Ｈ が 図 １ 中 左 側 に 移 動 す る と 、 図 ７ に 示 す よ う に 、
隣 り 合 う 第 １ な い し 第 ８ の 保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９ を 構 成 す る 各 保 護 板 部 ２ ａ ・ ・ ・ ９ ａ 同
士 の 重 合 面 積 は 、 加 工 ヘ ッ ド Ｈ の 動 作 に 従 っ て 徐 々 に 大 き く な り 、 ま た 、 上 記 第 １ な い し
第 １ ６ の 弾 性 材 １ ０ ・ ・ ・ ２ ５ を 構 成 す る 各 一 方 及 び 他 方 の 弾 性 部 材 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ・ ・
・ ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ の 先 端 側 は 互 い に 縮 め ら れ る と と も に 、 上 記 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３ の
中 途 部 は 、 弛 ま せ ら れ る 。 そ し て 、 こ う し た 保 護 カ バ ー 装 置 １ の 伸 縮 動 作 に お い て 、 上 記
第 １ な い し 第 １ ６ の 弾 性 材 １ ０ ・ ・ ・ ２ ５ の 動 作 な い し 作 用 を 説 明 す る と 、 第 １ な い し 第
１ ６ の 弾 性 材 １ ０ ・ ・ ・ ２ ５ に 対 し て 何 ら の 力 が 作 用 し て い な い 状 態 を 基 準 と し た 場 合 、
こ の 基 準 の 状 態 よ り も 保 護 カ バ ー 装 置 １ が 伸 張 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ な い し 第 ８ の 保 護
カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９ に は 、 上 記 基 準 の 状 態 に 復 帰 す る 力 が 作 用 し 、 縮 小 さ れ た 場 合 に お い て
も 、 第 １ な い し 第 ８ の 保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９ に は 、 上 記 基 準 の 状 態 に 復 帰 す る 力 が 作 用 す
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し た が っ て 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 １ に よ れ ば 、 極 め て 高 速 で 移 動
又 は 摺 動 す る 加 工 ヘ ッ ド Ｈ に 対 し て 極 め て 安 定 し た 状 態 で 追 従 す る こ と が で き る 。 特 に 、
こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 １ で は 、 本 発 明 を 構 成 す る 弾 性 材 と し て 採 用 し た 第
１ な い し 第 １ ６ の 弾 性 材 １ ０ ・ ・ ・ ２ ５ は 、 第 １ な い し 第 ８ の 保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９ を 相
互 に 連 結 す る 連 結 材 と し て も 機 能 す る も の で あ る こ と か ら 、 弾 性 材 と は 別 個 に 連 結 材 を 構
成 要 素 と す る 必 要 性 が な く 、 部 品 点 数 を 減 少 す る こ と が で き 、 且 つ 、 短 時 間 に 組 み 付 け 作
業 を 終 了 さ せ る こ と が で き 製 造 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。 し か も 、 こ の よ う に 、 第
１ な い し 第 １ ６ の 弾 性 材 １ ０ ・ ・ ・ ２ ５ は 連 結 材 と し て の 機 能 を 備 え 、 第 １ な い し 第 ８ の
保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９ 全 体 に 配 置 さ れ て い る こ と か ら 、 加 工 ヘ ッ ド Ｈ の 移 動 又 は 摺 動 動 作
に よ り 、 部 分 的 に 弾 性 力 が 作 用 す る も の で は な く 、 全 体 に 作 用 す る こ と か ら 、 加 工 ヘ ッ ド
Ｈ の 移 動 又 は 摺 動 動 作 に 対 す る 追 従 性 は 、 第 １ な い し 第 ８ の 保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９ 全 体 に
均 等 な も の と な り 、 よ り 安 定 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る
保 護 カ バ ー 装 置 １ を 構 成 す る 第 １ な い し 第 １ ６ の 弾 性 材 １ ０ ・ ・ ・ ２ ５ は 、 保 護 カ バ ー 装
置 １ 全 体 が 、 上 述 し た 基 準 の 状 態 を 挟 ん で 、 縮 小 し た 場 合 及 び 伸 張 し た 場 合 の 双 方 に お い
て 、 弾 性 力 が 作 用 す る こ と か ら 、 加 工 ヘ ッ ド Ｈ 又 は フ レ ー ム Ｆ に 対 し て 縮 小 時 又 は 伸 張 時
に お い て 大 き な 力 が 作 用 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 １ で は 、 第 １ な い し 第 １ ６ の 弾 性 材 １ ０ ・
・ ・ ２ ５ に よ り 、 第 １ な い し 第 ８ の 保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９ を 連 結 し た も の を 説 明 し た が 、
本 発 明 は 、 構 成 要 素 で あ る 弾 性 材 と は 別 個 に 各 保 護 カ バ ー を 連 結 す る 連 結 材 を 構 成 要 素 と
し て も 良 い 。 例 え ば 、 こ の 連 結 材 は 、 上 述 し た 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３ の よ う に 、 シ ー ト
状 の 連 結 材 の 中 途 部 に お い て 、 そ れ ぞ れ 間 に 弛 み を 持 た せ た 状 態 で 各 保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・
９ を 固 定 し 、 こ う し た 連 結 材 と は 別 個 に 弾 性 材 を 配 置 し て も 良 い 。 こ の よ う に 連 結 材 と 弾
性 材 と を 別 個 に 構 成 要 素 と し た 場 合 に お い て は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 保 護 カ バ ー 装
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置 １ の よ う に 、 各 弾 性 材 １ ０ ・ ・ ・ ２ ５ は 、 隣 り 合 う 保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９ を 連 結 す る 必
要 性 は 無 く 、 一 端 の み が 各 保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９ を 構 成 す る 起 立 板 部 ２ ｂ ・ ・ ・ ９ ｂ に 固
定 さ れ て い れ ば 良 い 。 し た が っ て 、 こ う し た 構 造 と し た 場 合 に は 、 弾 性 材 と し て コ イ ル ス
プ リ ン グ や 板 バ ネ 等 を 使 用 す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 上 記 実 施 の 形 態 に 係 る 保 護 カ バ ー
装 置 １ の よ う に 、 弾 性 材 に よ り 各 保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９ を 連 結 す る 場 合 で あ っ て も 、 上 述
し た 形 状 に 係 る 弾 性 材 １ ０ ・ ・ ・ ２ ５ を 使 用 す る こ と な く 、 例 え ば 、 樹 脂 又 は 金 属 等 の 素
材 に よ り 、 長 方 形 状 に 成 形 さ れ た 板 体 の 一 端 を 、 例 え ば 、 上 記 第 １ の 保 護 カ バ ー ２ を 構 成
す る 起 立 板 部 ２ ｂ に 固 定 し 、 他 端 を 第 ２ の 保 護 カ バ ー ３ を 構 成 す る 起 立 板 部 ３ ｂ に 固 定 し
た も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 １ で は 、 上 述 し た 基 準 の 状 態 か ら 保
護 カ バ ー 装 置 １ が 縮 小 し た 場 合 及 び 伸 張 し た 場 合 の 双 方 に 弾 性 力 が 作 用 す る 弾 性 材 を 構 成
要 素 と し た が 、 例 え ば 、 最 も 縮 小 さ れ た 状 態 か ら 伸 張 さ れ た 場 合 に の み 弾 性 力 が 作 用 す る
よ う に 弾 性 材 を 配 置 し た も の や 、 逆 に 最 も 伸 張 さ れ た 状 態 か ら 縮 小 さ れ た 場 合 に の み 弾 性
力 が 作 用 す る よ う に 弾 性 材 を 配 置 し た も の で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 に 係 る
保 護 カ バ ー 装 置 １ で は 、 各 保 護 カ バ ー ２ ・ ・ ・ ９ 全 体 に 弾 性 力 が 均 等 に 作 用 す る よ う に 弾
性 材 １ ０ ・ ・ ・ ２ ５ を 配 置 し た が 、 上 述 し た よ う に 、 弾 性 材 と は 別 個 に 隣 り 合 う 保 護 カ バ
ー を 連 結 す る 連 結 材 を 構 成 要 素 と し た 上 で 、 部 分 的 に 弾 性 材 を 配 置 し た も の で あ っ て も 良
い 。 こ の こ と を 前 記 実 施 の 形 態 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 １ を 用 い て 説 明 す る と 、 こ の 保 護 カ
バ ー 装 置 は 、 上 記 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト ３ ３ を 連 結 材 と し 、 第 １ の 保 護 カ バ ー ２ と 第 ３ の 保
護 カ バ ー ３ と の 間 、 第 ４ の 保 護 カ バ ー ５ と 第 ５ の 保 護 カ バ ー ６ と の 間 、 第 ６ の 保 護 カ バ ー
７ と 第 ７ の 保 護 カ バ ー ８ と の 間 に 、 そ れ ぞ れ 連 結 材 を 配 置 し た も の で あ る 。 こ う し た 構 成
に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 に よ る 場 合 で あ っ て も 、 冒 頭 で 説 明 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 保 護 カ バ
ー 装 置 １ と ほ ぼ 同 様 の 作 用 効 果 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 マ シ ン ニ ン グ セ ン タ に 保 護 カ バ ー 装 置 が 固 定 さ れ た 状 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 の 背 面 側 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 の 背 面 側 を 示 す 背 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト の 固 定 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ な い し 第 １ ６ の 弾 性 材 を 分 解 し た 状 態 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 図 ３ に 示 す 状 態 か ら 伸 張 さ れ た 後 の 状 態 を 示 す 保 護 カ バ ー 装 置 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ３ に 示 す 状 態 か ら 最 も 縮 小 さ れ た 後 の 状 態 を 示 す 保 護 カ バ ー 装 置 の 背 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ 　 　 保 護 カ バ ー 装 置
　 ２ ・ ・ ・ ９ 　 　 第 １ な い し 第 ８ の 保 護 カ バ ー
　 ２ ａ ・ ・ ・ ９ ａ 　 　 保 護 板 部
　 ２ ｂ ・ ・ ・ ９ ｂ 　 　 起 立 板 部
　 １ ０ ・ ・ ・ ２ ５ 　 　 第 １ な い し 第 １ ６ の 弾 性 材
　 １ ０ ａ ・ ・ ・ ２ ５ ａ 　 　 一 方 の 弾 性 部 材
　 １ ０ ｂ ・ ・ ・ ２ ５ ｂ 　 　 他 方 の 弾 性 部 材
　 ３ ３ 　 　 伸 張 長 さ 制 限 シ ー ト
　 Ｈ 　 　 加 工 ヘ ッ ド
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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